
考えることの楽しさを味わわせる算数指導

西　村　　　究

1.めあてを追求させるに当たって

中学年の算数で指導する総ての単元について,児童の理解度や興味の度合について知るために,

次のような調査をした。

く対象学年〉　3年生　87名

4年生　84名

く調査方法〉　右図プリントに○印をつけ

させる。気づき欄には,○印

をつけた主な理由を記入。

〈調査時期〉　昭和61年3月中旬

単元名は,幾つかに分けて指導しているも

単　　 元　　 名 自　 分　 の　 気　 持　 ち 気　　　 づ　　　 き

大　 き　 な　 敦

分からない　　 ふつう　　 よく分かる

l

楽しくないl ふつう　　　 楽L L

が　　 い　　 救

- 2　　 - 1　　 0　　 1　　 2

l　　　　　　　l　　　　　　　l　　　　　　　l　　　　　　　l

l
- 2　　 - 1　　 0　　 1　　 2

のもあるが,ここでは1つにまとめて提示した。また「自分の気持ち」としてつけた欄は点数化し

てその平均値を求め,興味の度合を縦軸に理解度を横軸にとって整理した。下図の表がそれである。

目盛りは両学年ともに不必要な部分は省略している。気づきに児童が記入したことと,下図の表を

読み取ることを通して,中学年の算数指導で大事にしなければならないことを考えてみたい。そこ

で,調査結果を読み取る視点として,小学校算数科指導書(昭和53年文部省発行)に記述されてい

る各学年段階における指導の重点を参考にする。その場合,中学年だけでなく,低学年における指

導の重点も,継続指導の面から重視していく。
3年生の場合

しゅ算

分　 数

三角形′j、敦

さ
たし算

ひき嘗

円と球 重　 さ

わり算 かけ算

と
グラフ

式　 の

い方

大きな
数

問

こ く

0.9　1.0　1.11.2　1.3　1.4　1.51.6　1.7　1.8

(理解)
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4年生の場合

分

面

資料の
整　理

おれ線
グラフ

直方形
立方体 角

2 つの
わる 四角形

j、数の
十　 一

かい数

小数の
×　 ÷

式　 と
計　 算

計算の
まとめ

整数の
×　 ÷

きな
数

0.9　1.0　1.】1.2　1.3　1.4　1.5　1.6　1.7　1.8

(理解)



指導書では,目標についての考察と関連づけて,次のよう.に書いている。(・は引用者)

低

学

年

具体的な事象の取扱いを通して,あるいは具体的な操作を通して,基礎となる経験を

豊かにもたせるようにすることが特に重要である。

なお,第2学年以降でも,基本的にはそれと同じ考え方に立つことが必要である。し

かし,具体的という事柄にも,逐次,抽象的な事象が含まれてい_くことを考慮する必要

がある。また,'操作についても,児童の発達に応じて,手などを通した具体的な操作か

ら,漸次,念頭で行う内面化された操作にまで高めていくように配慮することが必要で

ある。

低学年での学習の基礎の上に,数,量,図形などについての基礎的な概念や原理を漸

次明らかにし,基礎的な計算や測定などが確実にできるようにするとともに,数学的な

考え方や処理の仕方を,次第に確立していくという極めて重要な段階に当たっていると

いうことができる。

数と計算の領域では,法則や原理的なものへの関心を高め,それをもとにして-ものご

とを論理的にみることを次第に取り入れている。

上記内容を参照しながら,中学年における算数指導では特に次の3点が強調されるべきだとの仮

説に立って研究を進める。13つの観点のもつ意味について,調査結果と関連づけて考察する。

、'①　操作的な活動を取り入れ,興味をもって学習に取り組ませる指導を行うこと。

興味と理解と'の関係を表にすると,各単元とも右図の斜線部内に位置づけ

られる。これは,興味の高い単元ほど理解も良いことを示している。31年生

で最.も興味カミ高かったの昼「しゅ算」である。1人ひと.りがそろげんを自分

の手元に置いて操作でき牢ことがその原因であった。このことからも,全員

の児童に痍作的な活動をさせることが学習への興味を持たせることになり,

それが理解度を良くすると結論づけるこ`とができよう。これに反して,「大

きな数」の興味が両学年とも低くなっている。日常生活の中で大きな数に接　　　(理　解)

する機会が多いので,具体的な操作をあまり取り入れず,数範囲の拡張という系統性を前面に出

しすぎたことが,このような結果を導いたものと指導のあり方を反省している。

②既習の学習体験(学習内容や学習方埠)を生かす良さを知らせる指導を行うこと。

算数科は系統性の重視される教科である。前学年までの学習の基礎の上に新しい学習を展開す

ることが多い。それだけに,これまで学んだ内容を応用したり,学習方法を適用して思考を進め

ると,学習のめあてが解決されることが多い。これを生かすことにより学習への興味を高めるこ

とができる。4年生の「分数」の興味の度合が高くなっている。これは,3年生で学習した単位

分数の何個分(何倍)の考えから仮分数や帯分数を導くことができるし,たし算やひき算の計算

も分子どうしの加減をすればよいことをそのまま適用できるということが,問題解決の喜びにrつ

ながったものと解釈で`きる。また,指導法の1つと,して,つまずきに着目して学習を展開する方

法があるが,これも既習の.基礎的な事柄にたちもどって思考することを促すものであり,既習の

学習体験を生かすことの良さを知らせることになる。

③　数学的な考え方を育成し考えることの楽しさを味わわせる指導を行うこと。

操作的な活動を通して新LL、概念を発見したり,既智の学曽体験を生かして画題を解決するこ

とは思考を働かせることを意味している。この思考力を育成することが,数学的な考え方や処理
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の仕方を身につけさせることである。授業の中には,多様な考えを見つけ出す思考場面と,見つ

け出した多様な考えをまとめる思考場面があるが,それぞれの場面で思考を深めさせる手だてを

工夫することが大切である。また,①や②の方法でめあてが解決されたら,その過程を振り返り

学習の仕方について評価するとともに,見つけ出した結果を論理的に見直す経験をさせる。この

ような学習過程をとることが,考える力を養うとともに,その楽しさを味わわせることになる。

2.追求の場を大切にする指導の実践例

めあてを追求することは,操作的な活動や既習の学習体験を生かすことにより,解決に向かって

の思考活動をすることである。そこで,主として操作的な活動を重視して解決活動を行った「面積」

(4年)の指導と,主として既習の学習体験を生かすことを重視して解決活動を行った「小数のわ

り算」(4年)の指導の実践例をもとに,考えることの楽しさを味わわせる方途を考察する。

用　操作的な活動を取り入れた「面積」の指導

〈指導に当たって〉

面積についての学習は,2年生の「広さくらべ」で素地指導がされているが,概念を明確にす

るめはこの学年である。面積も量であるから指導に当たっては,直接比較→間接比較→任意単位

→普遍単位という段階を踏まなければならない。このそれぞれの場面で操作的な活動が重視され

ることはいうまでもない。また公式化の場面でも,1cnfのしきつめなどの操作を通して指導する

ことになる。これらの操作的な活動をふまえ,長方形や正方形による複合図形の面積を工夫して

求めようというのが本時の学習のねらいである。本時までに学習した長方形や正方形の求積公式

を用いるので,概習の学習体験を生かす学習にもなるが,ここでは,与えられた図形の操作によ

り複合図形の求積方法を見つけさせることに力点を置いて指導する。

く学習のめあて作り〉

学習のめあてを持たせるために,次のような場を設定した。

2つの図形があります。

どちらの面積が広いで

しょうか。

何通りもの方法でくふう　6

して調べましょう。

聖 // 8 cm ＼ ＼

cm

(実際に配布した図形には,長さを記入していない。)

与えられた場ではあるが,児童は大小を比較したり実測することに興味をもっているので,「長

さは自分で測るのですか。」「線を入れて考えてもいいのですか。」などと,配布されたプリント

を見ながらつぶやいている。そこで,これらの質問に答える形をとりながら,学習のめあてをつ

かませていった。めあては,㊨の面積は長方形なのですぐに求められるということから

㊤の図形の面積の求め方をくふうして,㊨の面積とくらべよう。

と設定して,それを板書した。

く指導の流れと児童の反応〉

それぞれ自分の考えでめあてを解決するための時間を10分間与え,各自の考え方を発表させた。

まず,㊨の図形の拡大図を黒板に貼布し,㊨の長方形の面積を求めた。縦の長さが6cm,横の長

さが8cmになっていることから,長方形の面積の公式にあてはめて48C戒が発表された。机間巡視

で確認したり個別指導をしたこともあって,全員が正しく求められた。前時までの復習も兼ねて,
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㊨の図形は1cnfの方眼が48個あることを図中に方眼を入れる(実際に昼裏面に方眼を記入してお

きカードを裏返す)ことによって確認した。

次に㊤の求め方を発表させる.と,次のような方法が発表された。これらの考え方も㊤の図の拡

大図を数枚準備しておくことにより,発表に合わせて貼布した。

⑦ ///// 8 cm ＼ ＼

4 cm

〈考え方 〉

P

4　×　8　= 32

2　×　8　= 16

32 十 16 = 48
2 ca ・ ㊥ は亜 誠

の長方形に分けて

＼＼ ＼ 8 cm / 一/ / /

横に1 本線を入れて、上とF の2 つ
十算しました。

⑳ h/ / / 8-cm ＼ ＼ ＼

6 Cふ

〈式〉

6　×　8　= 48

㊦ は亜 d

0

を切 って動かすと、

切って動かす

〈考え方 〉　 右は しの正方形

長方形にな りました。

①　　　2。。

6 c lu

2 C

「く式〉

4　×　2　=8

6　×　6　=36

2　×　2　=4

8+36+4=48

㊥は項目が

〈考え方〉　たてに線を2本入れて3つに分け

それぞれを計算してたしました。

@　　　 10 cm ＼ ＼ ＼ 〈式〉

6 cm
4 cm

2 cln

6　× 10 = 60

2　×　2　=　 4

4　×　2　=　 8

2 cm
±cm 60 - ( 4 + 8 ) = 48

0 は 亜いが

方形があると考 えく考え方 〉　 たて 6 cD横 10C血の

い らない ところをひきました。

授業中,「あっ,同じだ。」とのつぶやきもあったが,ここで改めて㊤も48cnfになっており,㊨

と同じになっていることを確認し,本時のめあてである㊤の面積の求め方の工夫について話し合

わせた。上図では考え方も合わせて記入しているが,授業では㊦～㊤のカードと式を記入して面

積が48C戒になっていることを確認し,⑦→⑦→㊤→㊥の順で考え方を発表させた。㊦の説明を最

後にしたのは指導者の意図である。発表された順に説明させることもあるが;ここでは,㊦⑦の

ように図形を分けて求ゆる方法と㊤のように欠けている部分を補って考える方法が一般的な方法

であるのに対して,㊦の方法埠,この図形に関してのみ有効に働く方法だからである。

4通りの説明が終わったところで,㊦とよ.く似ているということで㊥の考え方が発表ざれた。

㊦や㊥については,実際にカードを切り取って全員で確認しあった。また,㊦と⑦を組み合わせ

た方法として4つの部分に分ける考えも発表さ

れたので,㊥として位置づけた。

各自の考えが出つくしたところで,「この6

通りの考え方には,どれにも共通工た考えがあ

ります。」と問いかけた。反応が鈍いので,板

書してある式の中で,長方形と正方形の面積を

求める式に色チョークで印をつけた。すると挙

手が増えた。「どの考えも,長方形や正方形を

求める式があります。」「長方形や正方形を求め

る式を使って㊤の面積を求めています。」など
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/ /　 8cm＼＼

㊦

.4cm

/
2Cて

　 く式〉

4　寸　2　=　6

6、×　8　一叫4とi
二　　 十

0
.晦)は掛:腑

を左にずらして

- ー　　　ずらせる　　　-

考え方〉　上と下に切って、Fの形
▼長方形を作ります。



の反応があった。そこで,㊤のような形の面積は,前時まで学習した長方形や正方形の面積を求

める式を組み合わせる土とで求められることを,貼布して

ある6枚のカードに着色して確認した。

類題として右図の図形の面積を求めさせて,㊦⑦の方法

や㊤の方法がよく用いられることに気づかせ,その気づき

を発表させて授業を終えた。

(2)既習の学習体験を生かした「小数のわり算」の指導

[沼巳]
〈指導に当たって〉

4年生で学習する小数のわり算は,(小数)÷(整数)であり,この学習と結びつく主な廠習の学

習内容は「整数のわり算」と「′ト数のかけ算」(小数)×(整数)である。特に前単元で学習した小

数のかけ算を解く場で用いた手法が有効に生かされる。そこで用いたlをdlにして考える単位換

算の方法や,0.1を基本単位とする考えを生かして,小数を整数に置き変えることが意識される

ように指導することが大切である。

く学習のめあて作り〉

教科書(学図4年下)にある問題を板書し

5.41のジュースを,3本のぴんに同じように

分けると,1人分は何のこなるでしょうか。

教科書は開かないように指示した。問題文を

読み,この文章からわかることと,解決したいことを整理して,わり算の問題場面であることや

5.4÷3と立式できることを導いた。そして,この式は小数を整数でわることになっており,こ

のままでは解けないことを,小数のかけ算の導入時と同じような板書をして意識づけた。すると

「小数のかけ算のときもそうだったけど,くふうしたら解けました。」という発言があった。「工

夫すれば解決できそうですか」と問いかけると,うなずく児童が多い。そこで

(小数)÷(整数)の問題を,かけ算のときを思い出し,くふうしてといてみよう。

と板書して,学習のめあてを設定した。ここでは,意図的に「(小数の)かけ算のときを思い出し.」

と解決方法のヒントも加えてめあてとした。

く指導の流れと児童の反応〉

児童からは予想通り,2通りの方法が発表された。㊦の考えは,lとdlの単位換算をもとにし

ている。かけ算のときと同じようにdlにして考えると,整数どうしのわり算になって計算ができ

る。⑦の考えも,0.1を基本単位とし,その幾つ分を求めて整数のわり算に置きかえている。既

習の方法がじょうずに適用されていることを認め合い,算数の学習では,これまでに学習したこ

とをふり返り,それをヒントにしながら考えを進めていくと,めあてが解決されることが多いこ

とを話した。

㊦ 5 .4 1 を dl に な お し ます 。 5 .4 l = 5 4 d l

5 4 d l を 3 等 分 し ます 。 54 ÷ 3 = 18

18 d l を の こな お します 。 18 d l = 1 .8 l

答 え は, 1 .8 に な りま す 。 5 .4 ÷ 3 = 1 .8

⑦　5.4は0.1が54こです。　5.4は0.1が54こ

同じように3つに分けます。54÷3=18

18は0.1の18こ分です。　0.1が18→1.8

答えは1.8になります。　5.4÷3=1.8

この2通りの方法から筆算形式につなげていくことも不可能ではないが,より効果をあげるた

めには,教科書に例示してある方法も経験させておく必要がある。そこで,「今みんなの見つけ

た方法が,教科書にはどう説明してあるだろう」と話して教科書の解法に目を向けさせた。自分

たちの見つけた方法も載っていることを確認したうえで,教科書に第3の解法として載せてある

意味を考えさせた。あまりの21をdlになおして24dlになるのは変だと質問した児童がいたが,
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最初の4dlと合わせて24dlになると他の児

童が説明したので納得した。そこで㊦の方

法として教科書を使いながら児童の反応も

加えて板書したこすると,⑦の考えをして

いた児童の中かち,次のような考えが発表

された。発奉された内琴と板書したことを

まとめると右図のようになる。

この考えは,⑦の考えと㊦の考えを見事

に合わせた考えである。′　この考え′に㊤○○

君の考えと固有名詞をつけて位置づ1ナた。

㊦の考えに留まらず,それをもとにして新

しい考えを見つけたからである。学級の児

童にも,その意味を話し,多様な解決方法

を見つけることが算数では大切なのだと説

明して授業を終えた。解法の一般化は,次

時からの筆算指導を通して考えさせるほう

㊦~ 5 ;‡誓 書 て　 圀 圀 圀 囲 囲

昼 .j

・‥-241柁　一一_
あまり2 1 を, d飢こなおして,

24÷3 = 8　 1 g と8 dlで⊂] l

㊤　5.4を5と0.4に分けます。　　5.4⊥5と0.4,

5を3でわります。　一5▼÷3=1あ`まり2

あまりの2は0.1が20こです。2は0.1が20こ

最初の0.4は0.1が4こです。0.4は0.1が4こ

合わせる・と0.・1が24こです。2.4は0、.1か24こ

24を-3セわりますよ　　　　　　24÷3=8

8は0.1が8こです。　　　0.1が8こで0.8

1と0.8をたします。　　　　1・+0.8=1.8

だから答えは1.8です。　　一.5.4÷31=1.8

が有効だと判断したからである。筆算の仕組みを見直すことで,「初めて,㊤の考えの良さが理解

されるであろう。

小数のわり算の学習は,整数のわり算・とのつながりも大き,い。わり算適用の問題当面になって

いること,整数÷整数ならば解けると認識させること,次時からの学習で整数の筆者と同じ形式

になっていることに気づかせることなどの場で,そのことを意識づける必要がある。.

3.指導後の考察

思考場面には,多様な思考活動を促す場面と,見つけ出した考えをまとめる場面とがある。前者

は事前に教材研究もでき,児童にも考えさせるための時間を十分に保障することが多い。′それに対

して後者は.,児童から発表された多様な考えを集約する場であるために,.ある程度その考えを予想

はできても総てというわけにはいかない。一　また,1時間の授業の中でも時間不足となって十分な時

間を保障できないことがある。しかし,数学的な考え方や処理の仕方を育成するためには,後者の

思考場面を充実させることが大切である。面積の実践例のように1'時間の授業に位置づける場合も

あり,小数のわり算のように,単元を見通してよ.り望ましい場面に位置づける場合もあるが,この

段階の指導では,.次のような手順をふむことになる。

①　各自の考え方を明らかにする。

それぞれの考えを,他の児童に分かるように説明させる。誤った思考があれば,その原因を考

えさせる_とともに,良さ-も認めていく。説明の順序・は,教師の指導性を生かすことが大切である。

②　それぞれの考えに共通したものはないかを調べる。

各自の考えが理解できたら,その考えの中に類似したものはないかを考えさせていく。これは

観点-を決めて集合づくりをする'ことになる。`

③　考えを一般化し,応用することを通してまとめをする。

簡単で分かりやすい(簡潔性),正しい、(論理性),～と似て‥いる(統合性)などの観点から,

よい考え方を抽出するとともに,その良さを実際に確かめる場を設定する。

思考場面の設定とそれぞれの場面での留意事項を明確にし,考えることの楽しさを味わわせる指

導のあり方を,今後とも追究していきたい。
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